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目的 
 本稿の目的は、産科の技術が確立し、医師や助産師な

ど医学や医療技術を持つ専門職が出産に立ち会うことが

当たり前の中、安産祈願や腹帯の着用が習俗・信仰とし

て、現在においても確立している理由を帯解寺の事例か

ら明らかにすることである。 
 日本では、妊娠５カ月の「戌の日」に社寺のお祓いを

受け、腹帯をお腹に締める習俗である。これは、古代か

らの日本独特の習慣であると言われてきた。また、腹帯

祝いの起源について、『古事記』や『日本書紀』によると、

神功皇后が産気づいた時、腹帯に小石を挟んで陣痛をし

ずめ、その後、無事に元気な男の子を出産したとの話が

ある。これが腹帯の起源と関連していると考えられてい

る。腹帯の意義に関しては、「帯」を締めることで、妊婦

の安全だけではなく胎児の霊魂を安定させることができ

ると考えられてきたことなどが指摘されている（鎌田他 
1990）。このように天皇家といった、当時から身分の高

い人々と腹帯と安産祈願は密接に関係している。そこで、

文徳天皇妃である染殿皇后が帯解寺に祈願し、無事安産

されたことに由来を持つ奈良県の帯解寺を事例に安産祈

願と腹帯の着用意義について考察したい。 
方法 

研究方法として、安産祈願先として篤く信仰を受けて

いる奈良県奈良市の帯解寺を事例対象とし注目する。さ

らに、帯解寺への訪問調査から帯解寺の創建の歴史とそ

の由来、妊婦が安産祈願や腹帯を受けるためにこれらの

特定の社寺を選んで訪れる理由を明らかにする。併せて、

資料から、医学や医療的視点から見たときに腹帯はどの

ように考えられてきたのかを検証したい。 
結果 

 奈良県、安産祈願、帯解寺の概要： 帯解寺は、弘法

大師（空海）の師である、勤操大徳が開かれた巖渕寺と

いうお寺の塔頭の一つであった。およそ1200年前、第

55代文徳天皇の妃である染殿皇后（藤原良房公の娘）が

帯解寺の地蔵菩薩に祈願したところ、懐妊し、次代の天

皇となった清和天皇を無事安産で出産した。このことを、

文徳天皇は大変喜び天安2年（858年）春に伽藍を建立

され、「無事に帯が解けた寺」、帯解寺（おびとけでら）

と名付けられた。以来、帯解子安地蔵と呼ばれる帯解寺

の御本尊様は、広く信仰を集めることとなった。江戸時

代には、帯解寺で祈願したお江の方が3代将軍家光公を、

お楽の方が4代将軍家綱公をそれぞれ授かり、無事に安

産されたなど徳川将軍家からも篤く信仰された。近年に

おいても、天皇家の懐妊に際して、宮内庁より選定され、

安産祈願法要を修し東宮御所よりお礼状を賜っている

（帯解寺2024）。 
  腹帯は江戸時代中期に書かれた産科の啓蒙書である

『産家やしない草』において産後の腹帯の着用について

すでに疑義が呈されている。さらに、2011年の母性保護

に係る専門家会合においても、報告書から「腹帯」は削

除されるなど、その着用意義については科学的根拠がな

いとされる。 
考察 

帯解寺の安産祈願を見ると、古来より日本において、

最善で最良の医療を受けてきた天皇家や徳川家の人々が

安産祈願を行っている。これは、当時の最善で最良の医

療を受けられる人たちであっても、無事に出産し母子と

もに生存することが難しいという「出産」というものが

医学や医療技術、さらには専門職の力のみでは解決でき

ない点にあることが要因として考えられる。現代におい

ても、出産は命がけという側面はぬぐえない。対人医療

職が専門知識を持ち医療技術を用いても助けることがで

きない可能性を少しでも排除したいという妊婦とその家

族の思いが、安産祈願や腹帯の着用として習俗・信仰と

して大切にされていると考える。 
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